
　筆者が唐澤富太郎研究を始めた直接的契機は、東京文理科大学の最後
の卒業生で金沢大学、和光大学、立教大学、中央大学で教育と研究に従
事された中野光先生の激励を受けたことであった。直筆の書簡において、
中野先生は「土井先生は唐澤富太郎研究の第一人者」になってくださ
い、と過分な励ましをしたためてくださったのである。それまでは、唐
澤は恩師であり、尊敬の対象でこそあれ研究の対象として観ることなど
思いもよらないことであった。しかし、唐澤富太郎研究に立ち向かうこ
とができる人物は、数多くの弟子の中で誰よりも長く唐澤に師事してき
た筆者をおいて他に誰もいないことを確信することができた。この仕事
は、筆者に与えられた使命であると自覚するようになった。
　昭和43年にご自宅の隣に鉄筋３階建ての「教育博物館」が、竹馬の
友の協力によって建設された。この年に筆者は東京教育大学に入学し、「教
育参加」の時間に、唐澤先生の「聖徳太子と法華義疏」の講義を聴いた。
この先生のもとで仏教と教育の研究をしたいと願い、唐澤先生に即座に
師事することを決めた。それから約30年間、先生にお仕えし、挫折に次
ぐ挫折のなかを「事上錬磨」して「教育学」の研究と教育の実践の道を
一筋に歩んでくることができた。
　唐澤富太郎先生の研究と教育を後世に遺すという大きな使命に向かっ
て、誠心誠意、師恩・学恩の万分の一にも報いたいと願って執筆に取り
組んだ。しかし、筆者の力量不足のため不行き届きの点は免れがたい。
読者の皆様のご批正をお願いする次第である。
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仏教教育学と教育博物館の研究

著者：土井 進
A5判上製 456ページ 本体 3,800円（定価：4,180円（消費税10パーセント））
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仏教教育学と教育博物館の研究
　唐澤富太郎が遺した「教育博物館」はなぜ、どのように生まれたの
か──唐澤富太郎研究の第一人者が「教育博物館」と「仏教教育学」
の系譜を辿る中で考究する。



著者　土井 進（どい すすむ）　1948 年富山県立山町生まれ
東京教育大学大学院教育学研究科修士課程修了　教育学修士
東京都社会教育指導員、社会教育主事補、東京都中学校教諭、お茶の水女子大学附属中学校教諭、同文教育学部非常勤講師、
信州大学教育学部附属教育実践研究指導センター助教授、同附属教育実践総合センター長、同教育科学講座教授、同大学院教
育学研究科教授、同附属松本小学校長、淑徳大学人文学部特任教授、長野保健医療大学大学院保健学研究科・非常勤講師など
を歴任。
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